

























昭和 11 年（1936 年）に作成された叙位裁可書「東京府技手大道金松叙位ノ件」に挟ま



















29 年（1896 年）に出された勅令第 345 号「税務属特別任用等ニ関スル件」中の第 1 条並び
に第 2 条に対応する内容である。即ちこの勅令以後に任官する税務属は 12 円の給与から開
始されるとあるからだ。だから勤続 2 年後に月俸 14 円になるのだろう。



























小笠原島庁は明治 17 年（1884 年）に農事試験場大村本場を設け、その後扇村、母島に




















「石油発動機を原動力とする横転式甘蔗圧搾機」を大正 10 年（1921 年）に導入し、翌年硫
黄島にも設置した（東京府、1929）。ところが ｢ 大正九年糖価下落以来は次第に減少の傾


















斜面に数十株ずつ植栽されていた。単独で 11 町歩の地所に 11000 株のバナナを扶植する扇
浦の農家もあったが、概ね小規模栽培で、定植後は特に肥培することもなく十数年間はそ
のまま放置しておくために次第に痩せて収穫量も減少し時に病虫害も発生（台湾総督府、












母島の場合も同様に実施され、大正 6 年（1917 年）頃から漸次生産が回復して再び盛況を
呈する（東京府、1929）ようになった。しかしながら、酸度の強い土壌の入替の他に





























図 6　昭和 10 年秋、小笠原営林署竣功記念





事業やテニアン製糖所が失敗して、大正 9 年（1920 年）急遽サイパンも思わしくなくなり、
結局金松も見切りを付けて 3 年と少しで引き揚げざるを得なかったようだ。詳細は松江春
次の著作（松江、1932）に譲るが、彼が小笠原に戻ったのが大正 11 年（1922 年）5 月 15
日である。
この年に再就職した金松は、判任の「任東京府小笠原島島庁技手給五級俸」という辞令
をもらっている。ただ官等の記載はない。そして昭和 11 年（1936 年）8 月 31 日判任官 2
等で退官するまでの 14 年 3 月 17 日の間、勧業課長並びに「兼任植物検査官補」、「叙勲八
等授瑞宝章」の職位を維持して勤務する。そしてこの間に官制が変更された。繰り返すが、














































止処分を行った。昭和 9 年（1934 年）に東京府より金松の他に菊池虎彦、新田瑞気が病虫
害駆除予防監督員に任命された。この監督員は地方によっては委員としている例（千葉県
内務部、1909；福島県内務部第四課、1900） があり未設置のところもある。一応法的な根




























誘虫瓶を吊し①水 100 cc に対して 100 g の黄梨瓜を加えた液、② 5 cc のブチルアルコール
を加えた液、③砂糖水 95 cc にブチルアルコール 5 cc を加えた液を注入して懸垂した。試
験結果は以下の通りである。
※ 第 6 黄梨瓜ブチルアルコール試験（8 月 16 日正午～ 19 日正午）
　 ①黄梨瓜の液 ② 5cc のブチル液 ③砂糖水ブチル液
甲　店 ミカンコミバエ♀ 1 ミカンコミバエ♀ 5 ―
乙　店 ― ミカンコミバエ♀ 2 ミカンコミバエ♀ 1
丙　店 ミカンコミバエ♀ 1 ミカンコミバエ♀ 3 ミカンコミバエ♀ 1
合　計 ミカンコミバエ♀ 2 ミカンコミバエ♀ 10 ミカンコミバエ♀ 2
時間的な制約があって、十分な実験が出来なかったと断っているが、⑴ Citronella Oil は
オガサワラミバエを多少誘引する力がある、⑵ Amyl alcohol あるいは Butyl alcohol はミ
カンコミバエの雌を誘引する力がある、⑶ 黄梨瓜の果汁はミカンコミバエの雌を多く誘引
する、⑷ バナナ、パパイアの果汁は多少ミカンコミバエを誘引する、⑸ 黄梨瓜の果汁に









地に培養し、産卵確認後悉く焼却する、2、誘虫瓶に黄梨瓜 100 g の搾汁に水 100cc を加え
た液にブチルアルコール 5cc を加え、更にチチュウカイミバエやオリーブミバエの駆除に
使う砒酸鉛を混入させる、3、果実の成熟 7 ～ 8 週間前頃より砂糖、砒酸鉛、水を加えたも










































これによれば彼は福井農学校第 3 期生だったようだが、明治 28 年（1895 年）の福井農
学校はその前身である福井県立福井農事講習所（榎本、1894）をいい、これが福井農学校
に改称されるのは明治 32 年（1899 年）、さらに後で福井農林学校（牧野、1908）になって
いる。講習所は 2 年の教育課程で、農学校時代になると 3 年課程になる。第 3 期卒業生だ
ということを採用すれば講習所創立が明治 26 年（1893 年）なので、同 28 年の入学ならば
30 年の春に卒業でなければならない。ということは、出生地の尋常小学校を卒業するのが
12 歳の春である筈だから、そのまま講習所へ入所したならば、金松少年は 15 歳の春に、
つまり明治 30 年（1897 年）3 月に本校農科を修了、卒業していなくてはならないだろう。
高等小学校に進まずに農事講習所に進学したことになる。これを他府県の例と比較すると
15 歳もしくは 17 歳入学、場合によって年齢制限を外す（愛知県立農事講習所、1910）と
あり、講習期間は通年でなく 60 日、30 日と一様でない（石川県農会、1899）ので、福井
県の場合、尋常小学校修了後直ちに進学を認める制度があったのかも知れない。他の可能
性は既述のように明治 32 年（1899 年）に講習所が福井農学校に改められるので、そこを





によれば、彼は明治 15 年（1882 年）6 月 2 日に大道家の次男として生まれている。講習所
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知れない。因みに金松は 26 歳で明治 41 年（1908 年）に、福井市出身の松川つまと婚姻し、
その年に第一子である忠亮をもうける。彼は富山県婦負郡八尾町（現富山市内）で生まれ
るが、他の兄弟 5 男 1 女は全て小笠原で生まれた。何人かは早稲田大学に進学した。サト
エと忠亮は 15 歳も違うので、彼女は扇村の官舎で大正 12 年（1923 年）に出生したことが
分かる。疎開前の昭和 19 年（1944 年）に都内の久保朝次郎に嫁した。
金松は父島大村の、現在は郵便局や役場のある大村川付近にあった 8、6、4.5、3 畳、勝






して長期間旅行すると共に、昭和 10 年（1935 年）7 月に日本橋三越百貨店で開催された小
笠原島紹介展覧会（倉田、1983）では開催準備事務委員長（東京府小笠原支庁、1935）と
してやはり数ヶ月旅行した。昭和 19 年（1944 年）6 月中旬の父島初空襲以後は、疎開準備
を始め 7 月末最後の強制疎開船で内地に向かい、故郷福井市内の九頭竜川辺で過ごした。
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